
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

担

当

課

（

室

）

目

次

【

規

則

】

○

岡

山

県

市

町

村

振

興

資

金

貸

付

規

則

等

を

廃

止

市

町

村

課

す

る

規

則

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

岡

山

県

補

助

金

等

交

付

規

則

の

規

定

に

よ

る

補

危

機

管

理

課

助

金

等

の

名

称

等

の

制

定

の

一

部

改

正

○

岡

山

県

中

小

企

業

支

援

資

金

融

資

制

度

要

綱

の

経

営

支

援

課

一

部

改

正

○

岡

山

県

中

小

企

業

者

等

向

け

融

資

制

度

に

基

づ

〃

く

融

資

資

金

の

融

資

期

間

の

延

長

に

関

す

る

要

綱

の

一

部

改

正

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

○

身

体

障

害

者

手

帳

交

付

の

た

め

の

診

断

を

す

る

障

害

福

祉

課

医

師

の

指

定

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

予

定

治

山

課

○

保

安

林

の

指

定

予

定

〃

【

公

告

】

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

申

請

○

公

共

測

量

の

終

了

監

理

課

岡

山

県

公

報

平成２７年３月２４日 第１１６７１号



◎
岡
山
県
規
則
第
二
十
二
号

岡
山
県
市
町
村
振
興
資
金
貸
付
規
則
等
を
廃
止
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
市
町
村
振
興
資
金
貸
付
規
則
等
を
廃
止
す
る
規
則

次
に
掲
げ
る
規
則
は
、
廃
止
す
る
。

一

岡
山
県
市
町
村
振
興
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
十
一
号
）

二

岡
山
県
市
町
村
振
興
資
金
の
貸
付
け
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
岡
山
県
規
則
第
四

号
）

三

合
併
市
町
村
支
援
に
係
る
岡
山
県
市
町
村
振
興
資
金
の
貸
付
け
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十

三
年
岡
山
県
規
則
第
四
十
三
号
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成２７年３月２４日　岡山県公報　第１１６７１号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
五
十
二
号

昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
五
百
十
三
号
（
岡
山
県
補
助
金
等
交
付
規
則
の
規
定
に
よ
る
補
助

金
等
の
名
称
等
の
制
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
七
年
度
分
の
補
助
金
か
ら
適

用
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

表
知
事
直
轄
の
組
織
の
部
岡
山
県
地
域
防
災
力
強
化
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
項
中

「

「

１

防
災
研
修
会
等

１

防
災
研
修
会
等

支
援
事
業

支
援
事
業

２

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

２

近
隣
ハ
ザ
ー
ド

プ
作
成
支
援
事
業

自
主
点
検
等
促
進

３

防
災
訓
練
支
援

事
業

事
業

３

避
難
訓
練
等
支

４

防
災
資
機
材
整

備
支
援
事
業

を

に
改
め
る
。

援
事
業

４

自
主
防
災
リ
ー

５

自
主
防
災
リ
ー

ダ
ー
養
成
支
援
事

ダ
ー
養
成
支
援
事

業

業

５

避
難
所
共
同
運

６

防
災
標
識
等
設

営
等
支
援
事
業

置
支
援
事
業

」

７

避
難
誘
導
看
板

等
設
置
事
業

」

平成２７年３月２４日　岡山県公報　第１１６７１号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
五
十
三
号

岡
山
県
中
小
企
業
支
援
資
金
融
資
制
度
要
綱
（
平
成
二
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
二
百
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

第
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

事
業
再
生
計
画
実
施
関
連
保
証

事
業
再
生
計
画
実
施
関
連
保
証
制
度
要
綱
（
二
〇
一
四
〇
一
一
四
中
庁
第
二
号
）
に
基
づ
き
全
国
的
に
統
一
し
て
設
け
ら
れ
た
信
用
保
証
制
度
を
い
う
。

第
四
条
第
一
号
中
「
２

」
を
「
２

」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
銀
行
取
引
停
止
処
分
」
を
「
手
形
交
換
所
又
は
電
子
記
録
債
権
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
電
子
債
権

(4)

(3)

記
録
機
関
に
よ
る
取
引
停
止
処
分
」
に
改
め
、
同
条
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

（

。
）

、

九

別
表
第
五
号
に
掲
げ
る
資
金
の
融
資
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

同
号
の
融
資
の
対
象
者
の
欄
１
に
該
当
す
る
者
に
限
る

の
う
ち
事
業
再
生
計
画
実
施
関
連
保
証
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は

事
業
再
生
計
画
実
施
関
連
保
証
を
受
け
る
こ
と
。

第
六
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

産
業
振
興
財
団
が
実
施
す
る
岡
山
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
基
づ
き
支
援
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
経
営
改
善
計
画

別
表
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５
事
業
再
生
資
金

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
中
小

事
業
再
生
に
必

万
円

年
以
内

２
年
以

同
上

責
任
共
有

付
表
１
の

原
則
と
し

同
上

(
1
)

5
,
0
0
0

1
0

（

企
業
者
又
は
組
合

要
な
運
転
資
金
及

た
だ
し

資
金
使
途
が

内
制
度
の
対

と
お
り

て
無
担
保

）

。

，

１
産
業
振
興
財
団
が
実
施
す
る
岡

び
設
備
資
金

土
で
あ
る
場
合
は

当
た
だ
し

資
金
使
途

象
た
だ
し

と
し

保
（

(
2
)

，
，

，
，

山
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

地
取
得
資
金
を
除

該
返
済
に
係
る
資
金
の
限

が
で
あ
る
場
合

年
％

融
資
の
対

証
人
は
保

(
2
)

2
.
0
0

事
業
に
基
づ
く
再
生
計
画
に
従

く
度
額
と
し
て

万
円

は
年
以
内

２
以
内

象
者
が
１

証
協
会
の

っ

。）

3
,
0
0
0

1
2

（

，

て
事
業
再
生
を
行
う
も
の

知
事
が
別
に
定

を
加
算
す
る

年
以
内

と
す
る

責
任
共
有

で
あ
る
場

定
め
る
と

(
2
)

）

。

。

２
岡
山
商
工
会
議
所

倉
敷
商
工

め
る
既
往
の
借
入

制
度
の
対

合
事
業

こ
ろ
に
よ

（

，

。

会
議
所

津
山
商
工
会
議
所
若
し

金
の
返
済
資
金

象
外

再
生
計
画

る
，

く
は
岡
山
県
商
工
会
連
合
会
が
設

年
％

実
施
関
連

た
だ
し

（

1
.
8
5

平
成

年
３
月

2
8

，

置
し
た
経
営
安
定
特
別
相
談
室
又

ま
で
の
間
に

以
内

保
証
を
利

融
資
の
対

3
1日

は
支
援
セ
ン
タ

が
実
施
す
る
中

保
証
協
会
が
保
証

用
す
る
も

象
者
が
１

ー

平成２７年３月２４日　岡山県公報　第１１６７１号



小
企
業
経
営
改
善
等
支
援
事
業
に

の
申
込
み
を
受
け

の
に
限

で
あ
る
場

基
づ
く
経
営
改
善
計
画
に
従

て
付
け
た
も
の
に
係

る
の

合
事
業

っ

。
）

（

事
業
再
生
を
行
う
も
の

る
返
済
資
金
に
限

保
証
料
に

再
生
計
画

３
産
業
振
興
財
団
が
実
施
す
る
岡

る
つ
い
て

実
施
関
連

。）

山
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ

事
は

保
証

保
証
を
利

ー
，

業
に
基
づ
き
支
援
す
る
こ
と
が
決

協
会
所
定

用
す
る
も

定
さ
れ
た
経
営
改
善
計
画
に
従

の
料
率
と

の
に
限

っ

て
事
業
再
生
を
行
う
も
の

す
る

る
の

。

。
）

担
保
及
び

保
証
人
に

つ
い
て

は
保
証

，

協
会
の
定

め
る
と
こ

ろ
に
よ

。

る
「

「

同
上

金
融
機
関

付
表
１
の

金
融
機
関

又
は
保
証

と
お
り

又
は
保
証

平
成

年
３
月

日
平
成

年
３
月

日
協
会
の
定

協
会
の
定

平
成

年
３
月

日
平

別
表
第
六
号
中
「

2
7

3
1

」
を
「

2
8

3
1

」
に
、

を

に
改
め

同
表
第
七
号
中

2
7

3
1

を

、

「

」

「

め
る
と
こ

め
る
と
こ

。

。

ろ
に
よ
る

ろ
に
よ
る

」

」

2
8

3
1

」
に
改
め
、
同
表
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

成
年
３
月

日

平成２７年３月２４日　岡山県公報　第１１６７１号



８
経
営
革
新
資
金

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
中
小

事
業
の
実
施
に
必
要

総
額
１
億
円

う
ち

運
同

上
同

上
責
任
共
有

付
表
３
の

無
担
保
と

必
要
に
応

（

，

企
業
者
又
は
組
合

な
運
転
資
金
及
び
設

転
資
金
に
あ

て
は

制
度
の
対

と
お
り

し
保
証

じ
保
証
付

っ

。

，
，

１
新
事
業
活
動
促
進
法
第
９
条
の

備
資
金

土
地
取
得

万
円
を
限
度
と
す

象
人
は
保
証

き

（

5
,
0
0
0

た
だ
し
，

規
定
に
よ
り

国
又
は
県
が
承
認

資
金
を
除
く

る
年

％
協
会
の
定

。

。

）

）

1
.
5
0

平
成

年
2
6

，

し
た
経
営
革
新
計
画
に
従

て
事

た
だ
し

融
資
の
対

た
だ
し

融
資
の
対
象
者

以
内

め
る
と
こ

っ

（平
３
月

日
3
1

，
，

業
を
行
う
者

象
者
が
２

で
あ

が
２

で
あ
る
場
合
で

ろ
に
よ

(
3
)

(
3
)

成
年
３

以
前
に
保

2
6

。

２
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し

融
る
場
合
は

設
備
資

あ
て

県
外
に
主
た
る

る
っ

月
日
以

証
協
会
が

3
1

，
，

，

資
対
象
と
な
る
事
業
の
実
施
に
よ

金
土
地
取
得
資
金

事
業
所
を
有
す
る
者
が

た
だ
し

（

前
に
金
融

保
証
の
申

，
，

り
県
が
別
に
定
め
る
程
度
に
収

を
除
く

に
限
る

新
た
に
県
内
に
主
た
る
事

融
資
の
対

。

。

）

機
関
が
融

込
み
を
受

，

益
性
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

業
所
を
設
置
し
よ
う
と
す

象
者
が
２

資
し
た
も

け
付
け
た

に
つ
き

産
業
振
興
財
団
の
認
定

る
と
き
は

２
億
円

知
で
あ

（

(
3
)

の
に
つ
い

も
の
に
つ

，
，

を
受
け
た
者

事
が
必
要
と
認
め
る
場
合

る
場
合
の

て
は

年
い
て
は

，
，

新
分
野
進
出

新
商
品
又
は

に
限
る

付
表
１
の

担
保
及
び

(
1
)

）
。

2
.
0
0
％
以

，

新
サ

ビ
ス
の
開
発
又
は
提

と
お
り

保
証
人
に

内

）

ー

供
販
路
開
拓

取
引
拡
大
等

責
任
共
有

つ
い
て

，
，

を
行
う
者

制
度
の
対

は
金
融

，

超
精
密
生
産
技
術

バ
イ

象
外

機
関
又
は

(
2
)

，

オ
医
療
・
福
祉
・
健
康
又
は

年
％

保
証
協
会

1
.
3
5

，

環
境
の
い
ず
れ
か
の
分
野
の
事

以
内

の
定
め
る

（平

業
を
行
う
者

と
こ
ろ
に

成
年
３

2
6

。

(
3
)
生
産
性
の
向
上
を
目
的
と
し

よ
る

月
日
以

3
1

前
に
金
融

た
設
備
投
資
を
行
う
者

機
関
が
融

資
し
た
も

平成２７年３月２４日　岡山県公報　第１１６７１号



の
に
つ
い

て
は

年
，％
以

1
.
8
5）

内
附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
五
十
四
号

岡
山
県
中
小
企
業
者
等
向
け
融
資
制
度
に
基
づ
く
融
資
資
金
の
融
資
期
間
の
延
長
に
関
す
る
要
綱

（
平
成
二
十
五
年
岡
山
県
告
示
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

「

」

「

」

第
三
条
第
二
号
中

又
は

の
下
に

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が
出
資
を
行
っ
た

を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
前
二
号
」
を
「
前
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第

二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

岡
山
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
よ
り
支
援
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
経
営
改
善
計
画

に
基
づ
き
融
資
期
間
を
延
長
す
る
も
の

第
四
条
中
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成２７年３月２４日　岡山県公報　第１１６７１号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
五
十
五
号

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の
た
め
の
診
断
を
す
る
医
師
を
平
成
二
十
七
年
三
月
十
七
日
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
し
た
医
師

指
定
医
師
名

診

療

科

目

医
療
機
関
の
名
称

所

在

地

西

田

直

樹

聴
覚
・
平
衡

河
田
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

美
作
市
栄
町
七
五

一

－

麓

直

浩

肢
体
不
自
由
、
聴
覚
・
平
衡
、
音
声
・
言
語
・
そ
し
ゃ
く

国
立
病
院
機
構
南
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー

都
窪
郡
早
島
町
早
島
四
〇
六
六

浅

野

直

肢
体
不
自
由

あ
さ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

総
社
市
中
央
二

三

五

－
－

平成２７年３月２４日　岡山県公報　第１１６７１号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
五
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

吉
備
中
央
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
吉

「

備
中
央
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

平成２７年３月２４日　岡山県公報　第１１６７１号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
五
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

倉
敷
市
林
字
内
山
七
五
二
、
字
池
之
内
九
六
六
、
九
六
七
の
一
、
九
六
九
、
九
七
二
の
一
、
九
七

、

、

、

、

、

、

二
の
三

九
七
三
の
一

字
下
ケ
谷
九
七
四
の
一

字
東
仙
坊
一
〇
四
九

一
〇
五
一

一
〇
六
一

木
見
字
東
仙
房
七
一
一
の
一
、
七
一
三
、
字
塔
仙
房
七
一
四

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

林
字
内
山
七
五
二
、
字
池
之
内
九
六
六
、
九
六
七
の
一
、
九
六
九
、
九
七
二
の
一
、
九
七
二

の
三
、
九
七
三
の
一
、
字
下
ケ
谷
九
七
四
の
一
、
字
東
仙
坊
一
〇
四
九
、
一
〇
五
一
、
一
〇
六

一
、
木
見
字
東
仙
房
七
一
一
の
一

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
倉
敷
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。

平成２７年３月２４日　岡山県公報　第１１６７１号



〔
一
一
六
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
七
年
三
月
十
六
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
津
山
那
岐
フ
ァ
ー
ム

三

代
表
者
の
氏
名

牧

一
孝

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

津
山
市
沼
四
一
番
地
五

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

、

、

、

こ
の
法
人
は

社
会
発
展
に
伴
う
開
発
事
業
と
自
然
環
境
保
護
の
調
和
を
図
る
と
と
も
に

農
業

林
業
、
畜
産
業
等
を
通
じ
て
、
精
神
障
害
者
等
の
雇
用
促
進
支
援
に
寄
与
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
の
種
類

平成２７年３月２４日　岡山県公報　第１１６７１号



〔
一
一
七
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
倉
敷
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

終

了

年

月

日

倉
敷
市
中
庄

下
庄

公
共
測
量
（
公
共
基
準
点
測
量
業

平
成
二
十
七
年
三
月
十
三
日

、

、

二
子
、
三
田
、
生
坂

務
（
二
級
一
点
、
三
級
九
点

）
）

地
区

平成２７年３月２４日　岡山県公報　第１１６７１号



〔
一
一
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

真
庭
市
野
川
字
桑
原
七
九
七
、
七
九
八

二

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

真
庭
市
久
世
二
九
二
七

二

－

真
庭
市
長

太
田

昇

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
三
一
号

平成２７年３月２４日　岡山県公報　第１１６７１号


